
  

 

 

 

 

 

 

   キ ラ リ と 光 る あ な た の 銀 行  

2020年1月6日  

 

                                             三重県松阪市京町 510番地  

                                                株式会社  第 三 銀 行  

                                            

 

2020 年  年賀式での｢頭取年頭訓示」について  

 

 

 株式会社第三銀行（頭取   岩間  弘）は、別紙の通り 2020 年「年賀式」を行い、頭取よ

り年頭の「訓示」がありましたのでお知らせいたします。  

 

 

記  

  

 

１．年頭訓示内容    

別紙「年頭訓示（要約）」をご参照下さい。  

頭取の年頭訓示は全店（96 か店）に配布し、朝礼にて支店長が代読をいたしました。 

 

２．年賀式  

 日 時  2020 年 1 月 6 日（月） 午前 8 時 45 分  

  場 所  当行本店  3 階  大会議室  

  出席者  役職員  約 150 名  

 式次第   経営理念の唱和  

年頭訓示  

 

  以   上  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔お問い合わせ先〕  

担  当  総合企画部  広報課  須  賀  0598-25-0363 

 



  

 

 

 

 

 

   キ ラ リ と 光 る あ な た の 銀 行  

別紙 

 

年頭訓示（要約） 

 

 皆さん、明けましておめでとうございます。 

 こうして健やかに皆さんと新年を祝うことが出来ますことを、大変嬉しく思います。 

 さて、昨年を振り返ってみますと、５月１日、今上天皇陛下が第１２６代天皇として即位され、

新元号「令和」が幕を開けました。 

スポーツの面では、テニスの大坂なおみプロやゴルフの渋野日向子プロの活躍、更に日本で初め

て開催されたラグビーワールドカップでは、日本代表が初のベスト８進出など、新しい時代のスタ

ートにふさわしい明るい話題が多い年でした。 

一方、社会経済の面では、日経平均株価が年明けから米欧株の下げを受けて前年末比４５２円安

と大発会としては過去３番目の下げ幅を記録し、世界景気の減速を予感させるスタートとなりまし

た。その後、韓国人元徴用工の問題を巡る日韓関係の悪化、米中貿易摩擦の懸念、中国経済の減速

などが次々に表面化し、経済の減速が懸念される状況となりましたが、こうした中にあっても、国

内経済が大きく減速することはなく、概ね横ばいで推移しました。 

 また、金融界においても長期化するマイナス金利政策の影響により、金融機関を取り巻く環境が

厳しさを増す中、メガバンクにおいても店舗外ＡＴＭの共同利用が開始されたほか、大手地方銀行

同士の業務提携や証券会社等との資本提携が相次ぐなど、経営効率化、アライアンス経営の強化な

どの動きが活発化した年でした。 

 こうした中、三十三フィナンシャルグループは２０２１年５月の当行と三重銀行の合併に向け、

システム統合対応や重複する店番・店名変更を行うなど、着々と準備を進めています。また、シナ

ジー効果の早期実現に向けての取組みとしまして、三重銀行のノウハウを活用したデリバティブ関

連の新しい収益の獲得のほか、両行の共同施策として、各種セミナーおよび統一キャンペーンの共

同開催や地銀では初めてとなる東京支店の共同店舗化などを実施しました。 

地域活性化への貢献という面では、「第２回ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキングｉn 湯の

山温泉」を三十三フィナンシャルグループとして共催し、一昨年の第１回に続き県内外から多くの

方々が参加されました。本年２月には、志摩市浜島町において「ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォ

ーキング in 志摩市・伊勢えびのまち浜島」が開催される予定ですが、近鉄のクラブツーリズムと

のタイアップなどもあり、名古屋・大阪を含めた県内外から多くの参加者が見込まれています。 

一方、当行が取組んでいます中期経営計画に関しては、その重要施策である「地域に寄り添うか

かりつけ医」としての地域経済活性化に向けて、事業先のニーズや経営課題を把握し、お客様一人

ひとりに応じた最適なソリューションを提案する取組みが実を結びはじめた年でした。今年は、中

期経営計画最後の年度を迎えます。中期経営計画で目指す銀行像の実現に向けて、最後まで一丸と

なって取り組んでいただきますようお願いします。 

また、三十三フィナンシャルグループにとりましても、第１次中期経営計画の最終年度を迎えま

す。合併に向けた取組みが本格化する中で、「質の高い地域ナンバー１金融グループ」を目指して、

グループ挙げてまい進していきたいと思います。 

今年の干支は、十干では「庚（かのえ）」、十二支では「子（ね）」で、この組み合わせは「相生

（そうせい）」の関係にあたり、相性が良いと言われています。相手を補い、強めあう年回りだと

いうことです。三十三フィナンシャルグループにおいても、第三銀行と三重銀行の双方が強めあっ

て、「三十三銀行」の誕生に向け、一致して取り組んで行く年にしなければなりません。 

私も皆さんの先頭に立ち、明るく前向きに、そして全力で取組んでまいります。本年が三十三フ

ィナンシャルグループにとって、更なる飛躍の年となることを心から祈念いたしまして年頭の挨拶

といたします。 

以上 
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